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魅力あるふるさとづくり奄支朗します

やまなしの農業･農村には豊かな資源や文化があります。それらは長い間農業

を営むことで守られており、さまざまな働きを持っています。

県では農業・農村を守るため、中山間地域に対して｢ふるさと･水と土基金事業｣

として、様々な取り組みを支援します。
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やまなし農村風景

写真コンクール

花の郷こせえるじゃん甲斐

プロジェクト

詳しく1渉

てんだうじやん甲斐

プロジェクト

沖梨 水と土基ｔ 謳ｌ
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山梨県”初”指定棚川地域
富士川町　平林の棚田

多摩川源流大学の取り組み
～都会ではできない体験を～

効率の良い農業を目指して

日本名水百選

八ヶ岳南麓高原湧水群　三分一湧水

～KOUKI ～
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｢やまなし農村発見マガジン 耕輝 ～ＫＯＵＫＩ～｣は。

県内各地における担い手の取り組み、６次産業化、

農業農村整備事業などのホットな話題を提供する

情報マガジンです。

表紙写真
第14 回やまなし農村風景写真コンクール

入選｢Ｇrｅｅｎ ｗｏrld 2020｣
※一部トリミング加工をしています

○ 山梨県では、農林水産省のＮＮ広報プロジェクト｢1都道府県1 動画づくり｣の一環として、

山梨県のＮＮ(農業農村整備事業)の広報動画を制作しました。

この広報動画では、耕輝の第11号でも紹介した｢ 畑地帯総合整備事業 明野地区｣

(北 杜 市 明 野 町) の 取 組 事 例を公 開しています 。

○ 動 画 は 現 在 、ＹｏｕＴｕbeの 農 林 水 産省 チャンネ ル( ｍａ秤ｃｈａｎｎｅｌ)にて公

開 中です の で、ＹｏｕＴｕbeで｢ 明 野 地 区｣ と検 索していただくか 、下 記 のURL　

またはＱＲコードにアクセスして みてください 。

httpｓ://ｗｗｗ.ｙｏｕtｕbe.ｃｏｍ/ｗａtch?ｖ＝fknD2 ｗ7Fｗt4

NN（農業農村整備事業）と|さ

ＮＮでは、①ほ場や水路、農道などの農業用施設を整備す

ることで、農業の生産性向上を図る「農業生産基盤の整備」

と、②集落道・集落排水施設・農村公園等の整備することで、

農村を豊かで住みよい環境とする「生活環境の整備」、③た

め池や排水路等の整備をすることで農村地域の防災機能の強
化を図る「防災・減災対策」の３つを中心として整備を行っ

ています。
これらを一体的に推進することで、農業・農村の持続的な

発展と、住みよい農村づくりを目指しています。
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富
士
川
町
は
山
梨
県
の
南
西
部
に
位
置
し
、

富
士
川
の
右
岸
か
ら
櫛
形
山
の
山
麓
に
か
け
て

広
が
る
自
然
豊
か
な
町
で
す
。
町
の
市
街
地
か

ら
西
に
向
か
い
、
利
根
川
沿
い
の
県
道
を
車
で

上
る
こ
と
1
5分
、
深
い
山
の
中
に
突
然
現
れ
る

大
き
な
集
落
が
平
林
地
区
で
す
。

こ
の
平
林
地
区
は
、
櫛

形
山
の
麓
、
標
高

７
０
０
８
８
０
０
ｍ
に
位
置
し
、
山
の
斜
面
に

民
家
と
棚
田
が
広
が
る
美
し
い
農
村
地
域
で
あ

り
、
地
区
で
は
富
士
山
も
同
時
に
望
め
る
こ
と

か
ら
「
富
士
山
を
眺
め
る
棚
田
の
里
」
と
し
て

人
気
の
ス
ポ
ッ
ト
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
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指
定
棚
田
地
域
と
は
、
勾
配
が
５
％

以
上
の
棚
田
が
１
に閔
以
上
あ
る
地
域
の

中
か
ら
、
申
請
に
基
づ
い
て
国
が
指
定

す
る
も
の
で
す
。
指
定
に
は
、
棚
田
の

維
持
や
地
域
振
興
に
向
け
た
活
動
を
行

う
組
織
が
あ
る
こ
と
な
ど
、
一
定
の
基

準
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

令
和
３
年
２
月
、
平
林
の
棚
田
が
県

内
で
初
め
て
指
定
を
さ
れ
ま
し
た
。
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棚田オーナーによる田植えの様子と棚田の四季
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棚
田
は
美
し
い
農
村
景
観
を
創
出
す
る
一
方

で
、
機
械
の
導
入
が
難
し
く
、
農
家
に
と
っ
て

は
管
理
の
難
し
い
農
地
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
理
由
か
ら
、
平
林
で
は
地
区
外
に
住
む

方
々
に
棚
田
を
貸
し
出
し
、
新
た
な
担
い
手
と

し
て
田
植
え
や
収
穫
を
体
験
し
て
も
ら
う
「
棚

田
オ
ー
ナ
ー
制
度
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
地
域
住
民
の
組
織
に
よ
っ
て
、
多
面
的

機
能
支
払
交
付
金
等
の
制
度
を
活
用
し
な
が
ら
、

石
積
み
や
農
道
の
点
検
、
補
修
等
の
棚
田
の
保

全
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

写真の「秋」バージョンのほかに、

雪景色が広がる「冬」バージョン

、も用意されています
－ドホルダ一として使える

朋田めぐりガイド」
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多

面

的

機

能

支

払

交

付

金

と
は
っ

多
面
的
機

能
支
払
交
付
金
は
、
農

業
・
農
村
の
有
す
る
多
面
的
機
能
の

維
持
・
発
揮
を
図

る
た
め
の
地
域
の

共
同
活
動
に
係
る
支
援
や
、
地
域
資

源

の
適
切
な
保
全
管
理
の
推
進
の
だ

め
に
活
用
さ
れ
て

い
る
交
付
金
で
す
。

平
林

の
棚
田

で
は
農

地
や
水
路
、

石

積
み
、

あ
ぜ
な
ど
の
維
持
管
理

活

動
な
ど
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
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平
林
の
棚
田
に
つ
い
て
は
、
地
域
の

情
報
が
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
め
ら
れ
た
　

「
棚
田
カ
ー
ド
」
が
作
成
さ
れ
て
お
り
、

平
林
地
区
の
交
流
拠
点
で
あ
る
「
み
さ

き
耕
舎
」
内
の
売
店
に
て
配
布
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
に

よ
る
保
全
活
動
や
周
辺
の
観
光
情
報
を

紹
介
し
た
、
カ
ー
ド
ホ
ル
ダ
ー
と
し
て

使
え
る
「
棚
田
め
ぐ
り
ガ
イ
ド
」
も
作
成

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
ち
ら
は
道
の
駅
富

士
川
情
報
コ
ー
ナ
ー
と
、
富
士
川
町
役

場
産
業
振
興
課
（
本
庁
舎
東
別
館
）
に

て
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

囲
応

晏
屡
創
世
ｊ

町
で
は
、
平
林
地
区
に
新
た
な
農
業
体
験
宿

泊
施
設
を
整
備
す
る
こ
と
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

平
成
2
7年
に
閉
校
に
な
っ
た
旧
増
穂
西
小
学

校
跡
地
を
活
用
し
、
通
年
利
用
で
き
る
宿
泊
施

設
を
整
備
す
る
こ
と
で
、
農
村
で
栽
培
さ
れ
る

農
産
物
や
四
季
折
々
の
風
景
を
、
今
ま
で
以
上

に
堪
能
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
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多
摩
川
源
流
大
学
と
は
Ｉ

多
摩
川
源
流
大
学
（
以
下
、
源
流
大
学
）

と
は
都
市
部
の
複
数
の
大
学
が
行
っ
て
い
る

体
験
型
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
名
称
で
す
。

「
食
べ
物
や
暮
ら
し
の
根
源
を
体
と
心
で
実

感
し
、
生
き
る
た
め
の
実
践
力
を
つ
け
る
」

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平
成
1
8年
に
文
部

科
学
省
の
支
援
を
受
け
て
始
ま
り
、
廃
校
と

な
っ
た
小
菅
小
学
校
白
沢
分
校
を
活
用
し
開

校
し
ま
し
た
。
年
間
で
延
べ
２
千
人
を
超
え

る
学
生
が
活
動
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

学
生
の
み
な
ら
ず
一
般
の
方
が
参
加
で
き
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
も
行
っ
て
い
ま
す
。

学
べ
る
こ
と
・
・
・
　一

源
流
大
学
の
フ
ィ
ー
ル
ド
で
あ
る
小
菅
村

は
平
坦
な
畑
は
ほ
と
ん
ど
な
く
大
き
な
ト
ラ

ク
タ
ー
は
入
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
厳
し

い
環
境
の
中
で
は
「
手
作
業
」
で
の
農
業
が

メ
イ
ン
と
な
り
ま
す
。

１
年
目
の
基
礎
コ
ー
ス
で
は
基
本
的
な
農

作
業
の
手
順
、
鍬
や
鎌
の
使
い
方
等
、
小
菅

村
に
適
し
た
農
業
を
学
び
ま
す
。
２
年
目
の

応
用
コ
ー
ス
で
は
農
家
に
弟
子
入
り
し
、
一

緒
に
作
業
す
る
こ
と
で
大
学
の
実
習
だ
け
で

は
体
験
で
き
な
い
源
流
域
で
の
農
業
の
大
変

さ
や
生
活
の
知
恵
な
ど
を
体
験
で
き
ま
す
。

１
年
間
の
最
後
に
は
村
で
活
動
報
告
会
を
行

い
、
村
の
皆
さ
ん
に
学
ん
だ
こ
と
や
感
じ
た

こ
と
を
発
表
し
ま
す
。

｢ － 罵 ｒ ¬
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源
流
大
学
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
小
菅
村
内
の
2
8ア
ー

ル
の
耕
作
放
棄
地
を
開
墾
し
て
実
習
で
活
用
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
源
流
大
学
生
の
有
志
で
設
立
し
た
「
源
流

放
課
後
の
会
」
で
は
、
3
5年
間
も
耕
作
放
棄
地
だ
っ
た

田
ん
ぼ
を
村
の
方
々
か
ら
復
元
方
法
を
教
わ
り
、
復
活

さ
せ
ま
し
た
。
こ
の
田
ん
ぼ
は
代
々
学
生
達
に
受
け
継

が
れ
、
村
の
方
々
と
一
緒
に
田
植
え
や
稲
刈
り
と
い
っ

た
作
業
を
行
う
交
流
の
場
、
新
た
な
活
動
へ
の
き
っ
か

け
づ
く
り
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

～ 源 流 放 課 後 の 会 ～

源流放課後の会は、「もっと小菅村で活

動したい」「村の人から多＜のことを学び

たい」と学生が自主的に、田んぼの活動以

外にも村内の畑を借りて農業やワサビ田の

修繕等の幅広い活動を行っています。

● ● ● ●● ● ● ● ●● ● ●● ● ● ● ●● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●● ● ●● ● ● ●● ● ● ●● ● ● ● ●● ● ●● ● ●● ● ● ● ●

地
域
の
た
め
の
源
流
大
｀

一一
個

饌
ｓ

雨
囃
添

住
民
講
師

源
流
大
学
の
実
習
で
は
実

習
内
容
に
応
じ
た
住
民
の

方
々
が
先
生
と
な
り
ま
す
。

は
じ
め
は
「
何
を
教
え
た
ら

良
い
か
分
か
ら
な
い
」
と
遠

慮
が
ち
な
様
子
で
し
た
が

「
畑
仕
事
な
ど
学
生
と
と
も

に
作
業
し
て
、
逆
に
勇
気
づ

け
ら
れ
た
」
「
若
返
っ
た
気

が
す
る
」
な
ど
の
声
も
あ
り
、

地
元
住
民
た
ち
の
活
性
化
に

繋
が
っ
て
い
ま
す
。

農
作
業
実
習
の
感
想
や
村
の

伝
統
文
化
、
食
文
化
に
係
わ

る
ユ
ニ
ー
ク
な
ア
イ
デ
ア
な

ど
農
山
村
の
活
性
化
に
向
け

た
様
々
な
提
案
が
あ
り
ま
す
。

小
菅
村
の
方
々
に
と
っ
て
は

普
段
気
付
か
な
い
村
の
自
然

的
・
文
化
的
価
値
や
魅
力
を

再
認
識
す
る
機
会
と
な
り
、

村
づ
く
り
に
向
け
た
良
い
刺

激
に
な
っ
て
い
ま
す
。

● ● ● ● ● ● ●
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小菅村の新名物｢じゃがいもアイス｣

小菅村の農産物を利用す

ることをテーマに開発された

スイーツが｢じゃがいもアイ

ス｣です。源流大学の学生

が地元の方々と一緒に栽培

した無農薬･ 無化学肥料の

じゃがいもを使用しています。

｢キタアカリ｣｢シャドーク

イーン｣｢ノーザンルビー｣

小菅村在来種である｢富士

種｣といった４種類のアイス

がありE道の駅こすげ｣ で販

売されています。

今
後
の
源
流
大
学
の
展
開

現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
で

源
流
大
学
の
学
生
向
け
実
習
は
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
感
染
防
止
対
策
を
徹
底
し
た
社
会
人
向

け
の
新
た
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展
開
し
、
有
志
の
生
徒
を

受
け
入
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
源
流
大
学
で
は
講
座
を

自
分
で
作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
自
分
の
頭
の
中
に
あ

る
「
講
座
に
し
て
み
た
い
こ
と
」
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
エ

ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
に
記
入
し
て
み
て
は
ど
う
で
し
よ
う

か
？
あ
な
た
の
イ
メ
ー
ジ
が
地
域
の
発
展
に
繋
が
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。



ﾊ 嘸゚映禅叫iﾔﾂ祠゙

県内の樹園地面積の約65％を占めているのが峡東地域（山梨市・笛吹市・甲州市）で、ぶどうやももなどを中心に農業が盛

んに行われています。「フルーツ王国やまなし」を支えている峡東地域ですが、農地が傾斜地に多いことや道が狭いなど様々

な課題があります。これらの課題を解消するため、樹園地の区画整理が行われています。

謳|門邑flt19･こ 侈に ？

農地や水路、農道を一体的に整備し農地を使いやすくすることを区画整理（ほ場整備）といいます。

未整備で労働条件が悪い農地や高齢化による耕作放棄地の増加など地域が抱える問題に対し、区画整理を導入して耕作放棄

地を解消したり、農作業の効率化や新たな担い手への農地集積などを図ります。

～整備前の状況～

・１区画が小さく畑の形状が悪い。

・所有する農地が分散している。

・道が狭く、傾斜が大きいため農機具

の搬入が困難で営農をやめてしまう。

サ
秘 。ヨ。４ １
～整僧後の状況～

・農地を集約し区画を拡大することで

作業や貸借がしやすい農地になる。

・道が広くなり、安全かつスムーズな

移動ができる。

・農業用機械の搬入が容易になり、

農作業の負担が減少する。

母

１

１

－



７

－･

匯口saa 窃臨ａｌ インタビａ一夕

地域の農業を守りたい。

【万力地区】

辻　勝久　 氏（右）

山下　実　 氏（左）

以前は、幅員が狭＜砂利道の農道で、農地は傾斜がき

つく、農業機械も入らないため噴霧器を背負っての防除

作業を行っていました。

この地域の農業を守っていくために何とかしたいと考

えていた時に、区画整理の事業があることを知りました。

地域では様々な問題があり、計画を立てる段階ではどの

ように進めればよいのかと悩んだこともありましたが、

県や市が助言をしてくれました。

区画整理を行ったことで、農道が拡幅され、車両が安

全にすれ違えるようになり、収穫物の荷痛みが少なくな

りました。また、農地が緩やかに整備されたことにより、

スピードスプレーヤーなどの農業機械を使った防除作業

が可能になり、農作業の負担が軽減されました。事業が

完了して地域の農業は非常に盛り上がっています。

顛膝|

※スピードスプレーヤー（通称：ＳＳ）

－ －
Ｗ

” ”

峡東地域

山梨市万力

※峡東地域で栽培されている

ブラックキング（写真上）

夢みずき（写真下）
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や
つ
が
た
け
な
ん
ろ
く
こ
う
げ
ん
ゆ
う
す
い
ぐ
ん

「

八

ヶ

岳

南

麗

高

原

湧

水

群

」

八
ヶ
岳
南
麓
高
原
湧
水
群
は
、
山
梨
県
北
杜
市
の
北

部
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

湧
水
群
の
代
表
的
な
も
の
に
、
三
分
一
湧
水
、
大
滝

湧
水
、
女
取
湧
水
な
ど
が
あ
り
、
そ
の
他
に
も
八
ヶ
岳

南
麗
に
は
、
5
0箇
所
以
上
の
湧
水
が
あ
る
と
言
わ
れ
て

さ　’Ｏ
分 さ　

ち

湧
水

三

分

一
湧

水

の
由

来

は

、
の
歴
史

そ
の
昔
湧
水
の
利
用
を
め

ぐ
り
長
年
続
い
た
水
争
い
を
収
め
る
た
め
、
一
つ
の
湧

水
の
水
を
三
分
割
し
て
、
三
方
向
に
水
を
流
し
た
こ
と

か
ら
き
て
い
ま
す
。

諸
説
あ
る
よ
う
で
す
が
、
先
人
の
知
恵
で
分
水
池

（
池
）
の
真
ん
中
に
三
角
石
を
置
く
こ
と
で
、
三
方
向

へ
均
等
に
分
水
さ
れ
る
よ
う
で
す
。

江
戸
時
代
ま
で
は
、
複
数
の
湧
き
水
が
集
ま
っ
た
池

の
よ
う
な
も
の
で
、
湧
水
か
ら
数
メ
ー
ト
ル
下
流
に
木

で
枠
組
み
さ
れ
た
水
門
で
分
水
し
て
い
ま
し
た
。

大
正
時
代
に
な
る
と
水
漏
れ
す
る
木
材
で
は
な
く
、

石
造
り
の
分
水
池
が
作
ら
れ
た
よ
う
で
す
。
昭
和
1
8年

９
月
の
大
雨
に
よ
る
土
石
流
で
跡
形
も
な
く
押
し
流
さ

れ
、
そ
の
後
作
ら
れ
た
分
水
池
が
現
在
使
わ
れ
て
い
る

も
の
で
す
。

三

分

一

湧

水

の
言
い
伝
え

肌
巧

岳
山
麓
は
し
ば
し
ば
山
津
波
に
襲
わ
れ
、

小
荒
間
の
人
々
は
こ
れ
を
「
押
ん
肺
乳
（
お
ん
だ

し
）
」
と
い
っ
て
恐
れ
て
い
た
。
天
保
の
頃
、
小

荒
間
に
押
ん
出
し
が
あ
り
、
山
の
よ
う
な
濁
流
が

押
し
寄
せ
て
き
た
。

そ
の
濁
流
に
乗
っ
て
一
匹
の
白
蛇
が
流
れ
下
り

三
分
一
の
あ
た
り
で
姿
を
消
し
た
と
い
う
。
そ
れ

以
来
、
三
分
一
の
主
は
白
い
蛇
だ
と
い

わ
れ
、
湧
水
口
を
壊
し
た
り
、
　
　
　

ノ

裏
山
の
木
を
切
っ
た
り
す
る
と
、ヽ

　
　

い

白
蛇
の
怒
り
触
れ
る
と
言
わ
れ
　

。

る
よ
う
に
な
っ
た
。

ｒ
（
参
考
資
料
　
三
分
一
湧
水
館
）

１ 名水百選と1さ　　　　　　　　　　　　

せいちょう
環境庁（現環境省）が、全国に多く存在する清澄な水につい

て、全国の人に広く知ってもらい、水質保全への認識を深め、

優良な水環境の保護を目的としています。

全国の湧水や河川の中から名水百選（昭和60 年）と平成の名

水百選（平成20 年）の併せて200 箇所を選定しています。

≒11日本一の名水の里　 北杜市

山梨県北杜市では、昭和の名水百選に八ヶ岳南麗高原湧水群

（三分一湧水、大滝湧水、女取湧水）、白州・尾白川の２箇所

が選ばれています。

また、平成の名水百選に金峰山 ｄ制嗇山源流の１箇所が選ば

れています。

、全国で１つの市の中に3 箇所あるのは北杜市だけです。

公園内には、昭和18 年の災害復旧の功績と山津

波が周期的に起こることを後世に伝えるため｢大

荒れの碑｣として残されている。
８

（
参
考

資

料
　

三
分

一

湧

水

館
、

北

杜
市

Ｈ

Ｐ
）

・ ｜



三

分

一

湧

水

は

ど

こ

ま

で

流

れ

て

い

る

の

？

標
高
１
０
３
５
ｍ
の
湧
水
か
ら
標
高
６
４
０
ｍ
の
水
田

ま
で
、
標
高
差
約
４
０
０
ｍ
、
距
離
に
し
て
1
0数
㎞
も
流

れ
、
広
範
囲
の
水
田
で
農
業
用
水
と
し
て
現
在
ま
で
使
わ

れ
て
い
ま
す
。
途
中
、
い
く
つ
か
の
た
め
池
が
つ
く
ら
れ
、

水
量
を
調
整
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
て
み
る
と
、
三
分
一
湧
水
で
分
水
さ
れ
た
水
が

下
流
で
は
一
度
も
交
わ
る
こ
と
が
な
く
、
見
事
に
各
地
区

へ
水
が
供
給
さ
れ
て
い
る
の
が
わ
か
り
ま
す
。

"

Ｘ

三

分

一

湧

水

の
現
在

周
辺
は
、
元
は
代
々
「
水
元
」
と
敬
称
さ
れ
、
湧
水
の
維
持
管
理

を
務
め
た
坂
本
家
の
所
有
地
で
し
た
が
、
平
成
1
4年
に
長
坂
町
（
現

在
の
北
杜
市
）
に
譲
ら
れ
、
公
園
と
し
て
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

す
ぐ
隣
に
は
、
「
三
分
一
湧
水
館
」
が
あ
り
、
展
望
台
を
兼
ね
た

農
村
資
料
館
、
農
産
物
加
工
販
売
施
設
、
そ
ば
処
が
一
体
化
し
た
複

合
施
設
と
な
っ
て
い
ま
す
。

直
売
所
に
は
採
れ
た
て
の
野
菜
や
加
工
品
が
並
ん
で
お
り
、
そ
ば

処
で
地
粉
で
作
る
手
打
ち
そ
ば
を
是
非
召
し
上
が
っ
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
。

高速道路
し　広域農道
主要河川

た　め　池

主要施設

＝ ＝ ＝ 鉄道ＤＲ）

整備された公園内には遊歩道や木の椅子などが

あり、夏でも木陰となっているので、散歩道にい

かがですか。

八ヶ岳南麗の湧水で育った農作物

が並んでいますので、お越しの際は

是非立ち寄ってみてください。

【所在地】

山梨県北杜市長坂町小荒間292－1

三分―湧水館･直売所9:00 ～17:00

80551 －32－0058

(火曜定休､ＧＷ･7～8月無休､ 元日休業)

そぱ処三分－11:00 ～15:00

80551 －32－8318

(火曜定休､ＧＷ･7～8月無休､ 元日休業)

９(
参考資料 三分‐ 湧水館､ 北杜市提供)

- ’
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KeUi M ｕscatBｕcho
－

｢おいしい未来へやまなし｣は山梨県産農畜水産物をPR するためのキャッ

チフレーズです！

美味しいだけではなく、高品質や安心安全、ＳＤＧsなどの環境に配慮した

栽培を行っているものなどを対象としています。

今後、みなさんの目に触れることが多くなると思いますので、ぜひお手に

とってみてください ＼(Ａ_Ａ)／

#農政部長# シャインマスカット部長# 私がロゴになりました# 料理男子

#富士の介# 甲州牛# 富士桜ポーク# 新鮮野菜# おいしいブドウとモモ

巡 困
注:Keichangrａｍ及びこのアカウントは架空の設定です
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